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文責 伊藤美佳 

体軸体操で姿勢保持 

 １９日（水）から３日間、学年ごとに体軸体操を勉強

しました。体の軸がしっかりしていないと集中力が続か

なかったり、姿勢が保持できなかったりします。体の軸

をしっかりさせるためにどんなアクションをすればよ

いか丁寧に教えていただきました。 

 子供たちは、真剣に体軸体操に取り組んでいました。 

楽しんで取り組むことで、集中力が UP し、体を動かす

ことで免疫力が UP することを期待します。 

福祉実践教室 

 １８日（火）に２年生から６年生が福祉実践教室を行いました。 

どの学年も、講師の先生からの説明をしっかり聞き、実際に体験も行

いました。 

 ４年生の子は、少しの段差で車いすが進まなくなったり、自分の思

うとおりに曲がれなかったりすることを体験し、車いすを常に使用さ

れている方のたいへんさを実感できたようです。他にも、視覚障害ガ

イドヘルプや高齢者疑似体験など行いました。たいへんさを理解し、

寄り添える子供たちに成長してほしいと思います。 

議会でプレゼンテーション 

 １７日（月）に６年生が幸田町役場へ議会見学に行きました。 

しかし、目的は議会見学だけではありません。１１月のとよさかっ子 Day の際に保護

者の皆さんの前で提案した内容を更にグレードアップし、幸田町議会議員の皆さんに聞

いていただくことが一番の目的でした。 

当日、議場に入り席に着いた子供たちの顔から、緊張していることが伝わってきまし

た。議長様から議会について説明、その後、質疑応答を経て、子供たちのプレゼンテーシ

ョンとなりました。１組の「脱炭素社会をめざす取組」、２組の「幸田町をメジャーにす

るための取組」、どちらもよく考えられていました。堂々と発表した子供たちを誇らしく

思いました。多くの議員様に聞いていただき、子供たちの提案が少しでも幸田町をより良

くするために活用されればうれしいです。 

 


